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『ザクセンシユピーグル』の図像読解 と

高校世界史教材化の試み

はじめに

本稿は13世紀 ドイツで作成された法書『ザクセィシュピーグルJの写本挿絵

の読解と、これを用いた高校世界史授業の教材化の試みである。『ザクセンシュ

ピーグルJはその豊富な挿絵で知られ、高校世界史の教科書や資料集において、

とりわけ臣従ネしの場面がよく使用されている
3。

またヽ カラー図版を載せている

専門書、啓蒙書でも目にする機会が多い4。

藤井が静岡大学で担当する西洋中世

史関係の講義でもたびた0嘲介しているが、中世の慣習や当時の人びとの心性

を伝えるためには非常にすぐれた視覚的資料であり、学生の関心を惹きつけや

すいことを実感している。本年度前期の大学院授業の受講者
5が 2名 とも高校教

員を志望していたこともあり、彼らが高校で世界史を教える` いの一助とすべ

く、巨従礼以外の場面の読解作業をすすめ、あわせて挿絵の資料整理および模

擬授業案の作成をおこなうことにした。Fザクセンシュピーグル』の挿給の紹介

はこれまでにも少なからずなされているが、邦語である程度体系的に記載した

例は、管見の限りではない:したがって、学術的な解説ではないとしても、情

報を整理して図とともに刊行することにも意義があると考えた。現行のカリキュ

ラムでは実際に中世ヨーロッパ部分に割ける時間はそれほど多くないと思われ

1静
岡大学大学院人菜社会科学研究料比較地域文化専攻2年。

2静
岡大学大学院人文社会科学研究科比較地域文化専友1年。

8た とえ晨 帝国書院『最新世界史図説タベストリーJの 「封建社会の成立」など。
4グルト・アルトホフ 靱 井尚子訳)『中世ヨーロッパ万肇蜘Э 中世人と権力』八坂書房、2004

年や、ロバート・バートレット (樺山絋―監訳)『図解ヨーロッパ中世文化誌百科 (上下)J原書

房、20084な ど。

'共同執筆者の嶋岡、杉田以外に、途中から人間学コース3年の小林実央がオブザーバー参加して

ヽヽる。
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る八 高校教員に利用してもらえれば本望である。

以下)1章では資料としての「ザクセンシュピーグルJを紹介し (担当:藤

育璃 議

l翻
靱 t纏 重塩 鶉 詐 絣 獣

文社会科学部歴史学コースが主催する地歴教員養成講座において、「中世ヨニ

ロッパ社会の様相―ザクセンシュピーグルを読み解 く―」と題した模擬授業を
行なっておりヽ 本授業案はそこで受けた助言をもとに改定している。当日アド
バイスをいただいた高校の先生方をはじめ、参加者の大学院生 。学部生に深謝
申し上げる。

1、 資料について

『ザクセンシュピーグル』は、1220-30年頃にザクセンの騎士アィク・ フォ
ン・ レプゴウにより作成された。テキストはラント法とレーン法からなり、原
著早ラテン語で書かれているLま もなくドイッ語版が出さオヽ 自ら、あるいは

別人の手によって追加条項が付加されるとともに、さまざまな写本が豪華な挿
絵とともにOIJ作された。現在伝えられる彩色写本は4つあり、所蔵先にちなん
で「ハイデルベルク脚 、「ドレスデン版」、「ヴォルフェンピュッテル版」、「ォル

デンプルク版」とよばれる。いずれもデジタルアーカイプできれいな挿絵をみ
ることができる8。

著者はザクセン地方の騎士家系に生きれ、参審自由人として活動した。その

7友鷺至鳥:理諦薔懲瞭惨知り」∬罪りじ機創蝋
“

774、 訳者らと計

盗 褥野鰊了 薇財昴 警
St鰤蹟・潜鞘請T滅暉 3型場跨][蒻

器111還l憲L』T島寵す:V)｀
オルデンプルク版〈1中 ://dti」 Jb‐ Olde市嘔dγ‖げ
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ため、ラント法、レーン法ともにザクセン地方の慣習法となっている。ザクセ

ン地域にローマ法が浸透することを防いだと評価され、同書に影響を受けた法

書がドイツ各地で成立していく〈「ドイッチェンシュピーグルJや『シュプァー

ベンシュピーグルJな ど)。 そればかりでなく、 ドイツの影響の強いオランダ、

チェコ、ポーランドの各言語にも翻訳がすすめられた9。

授業で用いたのは、もっとも成立年代が古 く (14世紀初頭)10、 またデジタル

ァーヵィプとして利用しやすいと判断したハイデルベルク版
11で

ある。オルデ

ンブルク版は彩色が未完であり、 ドレスデン版は全体に色調が暗く、またヴォ

ルフェンピュッテル版は閲覧するために必要なアプリが静岡大学で貸し出され

る機器では対応していないといった欠点がある。これに対してハイデルベルク

版ば図の輪郭が明快であり、相対的に色彩も豊かといえる。 1頁ずつ画像を呼

び出すさいも操作が簡単である。挿絵は全部で30葉にわたり (頁数でいえば、

59頁 )、 各頁の右側に条文が書かれ、左側には4段ないし5段に分割されて図が

挿入されている。各段には赤、青、緑のアルファベットが書き込まれているが、

これは右側の条文との対応関係を示し、同色の頭文字ではじまる文章を図化し

たものが左の挿絵となっている。1段がさらに2分割されている場合もあるが、

右から左へ展開している絵と逆パターンの絵が存在し、規浸J性は見いだせなかっ

た。また、(邦訳の)条文ごとに絵が描か4ているわけでもなく、ひとつの条文

に対して複数の図像で構成されそしヽる例もあった。

読解にあたっては、履修者の語学能力の問題により、 ドイツ語の研究書を参

照しなかった。また、ゾォルフェンピユッテル版はweb上で絵解きを読むこと

ができるがヽこちら0あえて確認せずに作業をすすめた。高校の世界史授業に

おける教材化を念頭に、実際に挿絵から読み取れる情報は何か、あるいは条文

と挿絵を対比してどれほど解読できるのかを教員志望者が実体験するためであ

91ザ クセンシュピーグル・ ラント法J、「概説西洋法制史』を参照。
Ю

高津春久「人力行 う神の裁き一法書「ザクセンシュピーグル』によって中世の裁判を考える刊

rドイツ文學研究J38号 (199yつ、 1-38頁。高津には [ザタセンシュピーグルJを用いた研究

としてはかに、「中世ザクセン地方における審理の実状―ヨーハン・ フォン・ プーフ「ラント法

訴訟法書Jにその詳細を読みとる刊 「ドイツ文學研究139号 (1994T)、 29-65号、「封建時代の

主君と家臣の付き合い方―『ンーエン法訴訟奉書Jがな るもの刊 『 ドイツ文學研究J40号

(1995年 )、 1-35頁がある。

・ ハイデルベルク大学図書館Un市 ersitatbibllothek Heidelbergは 、他にもよく知られた中世写本を

多くデジタル化している。たとえば、騎士文化に関する図像として紹介される中世 ドイツの歌謡

集「マネッセ写利  (http:″ d gi ub l nl heldelberg dodlgL´

"g848)や
、ヤン・ フス処刑図― 近

年の高校世界史の改科書では、出典を変えてさまざまなフスの処捌図力紹 介されている一二を含

む『コンスタンツ公会議年代訓 (http:″ dlgi ub unl heldelbettde/dignt/1Ю o196000)な と。
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る。あくまで邦訳「ザタセンシュピーグル・ラント法』の文章からのみ判断し
たものである。なお、常識的には第1葉の挿絵から解読をすすめるべきかもし
れないが、講義で紹介したことのあった「教皇と皇帝の一致協力」を示す揮絵
(22r)を起点にして作業をすすめた。そのため今回の作業は邦訳の第3部まで
を範囲 (17r‐30r)と している12。               :

2、 挿絵読解

(1)人物編

以下では、「ザクセンシュピーグル』の図像のうち、人物に関係するものをま

とめた。図像は、世俗、聖界、聖書、歴史、民族、職業、性
=U:年

齢、その他
の8つ に分類し、世俗と聖界についてはなるべく身分の高いものから順に記し

てある。

【世俗】

国王 (②)は三冠をかぶり、二笏を持った姿で一貫して描かれている。服の

色も赤で統一されている。ローマ皇帝 (①)も 同じような姿で描かれている。

領主・諸侯 (④)はヽほとんどの場合黒い冠をかぶった姿で描かれ、服の色は

緑が多い。また大公 (③)ゃ上級主君など一般の領主・諸候より身分の高いも
のは、自い帽子の上から黒い冠をかぶった姿で描かれてぃる。裁判官 (①)は
多くの箇所に登場するが、どれも赤と自め帽子に自い服で描かれている:服装
ではなく持ち物によって官職・身分が表現されている場合もありヽ 例えば内膳
頭 (③)`主馬頭 (⑨)・ 内蔵頭 (⑩)は、服装は同じだが持ち物はすべて異なう
ているし、ラントザーセン (自分の土地をもたない農民)(②)は車輪とどもに
描かれているが、これは所有地を持たず移動することを象徴していると考えら
れる。

【聖界】

聖界の項目には、教会に関係する人物を分類したよローマ教皇 (②)は教皇

冠に自い駆で描かれており、杖や鍵を持っている場合もある。司教 (②)は司

教冠に司教決を持った姿で描かれ、一般の聖職者 (④)は剃髪している、ある

いは自い帽子をかぶった姿で描かれている。

2後
期の授業では残 りの挿絵の読解を始めている。
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【聖書】

聖書の項目には、聖書の登場人物を分類した。神 〈⑩)は光輪をともなった

姿で描かれている。聖ベテロ (④)にも光輪が描かれているが、彼は鍵を持つ

ているため、それで神と区別ができる。ペテロについては歴史の項目に分類し

た。聖書関係の図像は、旧約聖書「創世記』からの場面が多いのが特徴である。

1人物の特定は、図像と文章を照らし合わせて判断した。

【歴史】

歴史の項目には、実在の人物を分類した。皇帝・教皇・司教などがいるが、

世俗・聖界の項目で述べたような、身分に対応した姿で描かれている。キュロ

ス (⑫)か らユリウス (⑮)の図像に関して、王冠を奪う行為は帝国の移り変

わりを、剣で刺す行為はその国を滅ぼしたことを表現している。

【民族】

民族にっぃては、服装によって差別化を図っていることが窺えた。ユダヤ人

(⑩)は髭をたくわえ帽子をかぶった姿、ザクセン人 (0)は緑色のマントに自

いケープを羽織つた姿、プェンド人 (⑫)は赤いチュニックに縞模様のタイツ

という姿で描かれている。人種を特定している場合は必ずこの姿で登場する。

女性に関しては、プェンド人の女性 (⑬)のみ特徴的な髪飾りが描かれている

ことが確認できた。

【職業】

職業の項目に分類した人物は、服装や持ち物によって職業の特徴が表現され

ている。決闘人 (⑭)の場合は剣と盾を持ち、遊芸人 (D)の場合は楽器を持っ

ている。娼婦 (⑩)については、差別マークなどによって、見た日で一般人と

区別できるようにしていたことから、おそらく胸元のフッベンのようなものが

差別マークに該当すると考えられる。

【性別・年齢】

性別・年齢の項目では、一般的な男性・女性の服装の特徴をまとめてある。

一般的な男性 (D)は膝丈くらいのチユニックにタイツという姿で描かれてぉ

り、服の色や柄は様々である。同一人物を描いている場面でも、服の色や柄が

異なっている場合がある。女性 (⑩)は、男性より丈の長いフンピースとベー

ルを着用している。妊娠している場合は、腹部が膨らんだ姿で描かれている。

男性の年齢差を表現する場合は、年長者の方に髭が描かれる。父親と子供 (⑩)

を区別して描く場合も同様の表現が用いられている。
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【その他】

その他の項目には、ある特定の状態にある人物を特徴的に表現しているもの
を分類した。心神耗弱者 (①)は、体中に鈴がついた姿で描かれている。暴カ
行為をはたらく人物 (⑫)は、兜と盾、′何らかの武器を持った姿で描かれてい
る。戦いに赴く人物 (⑪)は、黒い鎧に剣や槍などの武器を持った姿をしてい

る。鎧を着用せず、兜のみをかぶり、剣・槍以外の奇妙な形の武器を持ちた人
物が描かれている場合は、不当な暴力を表現していることがある。処刑された
人物が描かれる際、キリスト教徒は斬首刑 (⑭)(ユ ダヤ人は絞首刑 〈⑮)と
なっているなどの違いが見られた。持っている、あるいは付随しているものに
よって状態が表現されることがあり、首に剣が刺さった人物が登場するとき、
剣の握り部分に王冠がついている場合は帝国追放に処されている人物 (⑩)で
あり、普通の剣の場合は地方的追放に処されている人物 (⑦)である。また、
鋏と鞭を背負っている人物が登場した場合、その人物は権利を喪失した者 (⑩)

である。人物のポーズによって状態が表現される場合もあり、人が前で手をク
ロスしている状態 〈①)の ときは、その人物が現行犯で逮捕されたことを示し
ている。また、ある人物がけがを負い、まだ生きているときは自ら傷口をおさ
える姿で描かれるが、その人物が死んでしまったときは、傷口をおさえずぐっ

たりとした姿で描かれる (① )。

このように、服飾品・持ち物・ポーズなどによって、人物の身分や状態がさ

まざまに表現されている。なかには解釈が困難な表現も見られるが、多くのも
のが何かの象徴として描かれていることから、そういったものも何らかの意味
を持って描かれたと考えて良いだろう。

参考

・ 池上俊一『儀礼と象徴の中世J岩波書店、2008年。
●ハンス・K・ シュルツェ (千葉徳夫他訳)「西欧中世史事典』ミネルヴァ書房、
1997■ F。

・ 同上 (五十嵐修他的 「西欧中世史事典ⅡJミ ネルプァ書房、2005年。

:ミ ッタイス・ リーベリッヒ (世良晃志郎訳)『 ドイッ法制史慨説 改訂版』創

文社、1971年。
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1 世俗

以下、番号の上 4桁はハイデルベルク大学図書館のつけたページ番号を示す

(空 自部分も含み、フォリオには対応していない)。 スラッシュ以下の数字は邦

訳『ザクセンシュピーグル・ ラント法』の条文番号である (行為・事物編も同

様)。

対象・特徴・番号 図 像 対象・特徴 。番号 図 像

①ローマ皇帝
特徴 :王冠、王笏
0051/3‐ 42‐ 5

0052/344‐ 1

0057/3-63-1

②国王

特徴 :王冠、三/2‐

0045/3‐ 26‐ 1

0047/3‐ 33-1、  3-332
ほか

公

‥

大

徴

③

特 帽子の上に黒い

被 り物

0058/3‐ 64‐ 3

0069/3‐ 84‐2

④諸侯
特徴 :黒い被 り物

0040/3‐ 6‐ 1、  3‐ 6‐ 3

0046/3‐ 32‐ 3

ほか多数

⑤マルクグラーフ

(辺境伯)

特徴 :黒い被り物、旗
0059/3‐ 64‐7

⑥官中伯およびラン
グラーフ (方伯)

特徴 :黒い被 り物、

0059/364‐ 6

旗

⑦グラーフ (伯 )

特徴 :裁判官の服装と

似ている

0058/3‐ 64‐ 4、  3‐ 64‐5

0067/3‐ 80‐ 1ほ か

⑧内膳頭

特徴 :料理を持ってい

る

0055/3‐ 57-2
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対象・特徴 。番号 図 像 対象・特徴・番号 図 像

⑨主馬頭

特徴 :棒を持っている

0055/3-57-2

⑩内蔵頭
特徴 :器 を持っている
0055//3-57-2

⑪裁判官

特徴 :赤 と自の帽子、

自い服
0040/3‐ 7‐ 3、  3‐ 7-4

0041/3-9‐ 1ほ か多数

⑫参審員

特徴 :肩にマント
0044/3-25-1

0056/3-61-1

0061/3-69-1

⑬シュルトハイス

(代官、町長)

特徴 :帽子、縞模様の

月長
0056/3-61-1

0059/3-64-8

0067/3-80-1

⑭フォークト (代官)

特徴 :一般的な男性ま
たはシュル トハ

イス と似た服装

の場合がある

0059/3‐ 64-9

0061/3-69‐ 1

⑮フローンボーテ

(裁判所の役人)

特徴 :むち、縞模様の

月長

0043/3‐ 18‐ 1

0056/3-61-1

⑩ゴーグラーフ

(裁判集会の主催者)

特徴 :帽子
0059/3-64‐ 10

007御り911

⑫参審自由人の婦女

特徴 :身分の象徴を表

すものを持つ

0062/3-73-1

⑬バウエルマイスター

(村長)

特徴 :藁帽子
0059/3-64_11

0070/3‐ 86-1、  3-86‐ 2
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④植民請負人

特徴 :バウエルマイス

ターと似てヽヽる

が、入植契約書

を手に持っている

0066/3‐ 79‐ 1、 3-79-2、

3-79-3

⑩ビールグルデン

(自 由農民)

特徴 :桶のようなもの

が近 くにある

0053/3-45‐ 4

0067/3‐ 80-1

⑫ラントザーセン (自

分の土地を持たない

農民)

特徴 :車輪に座ってい

る

0053/3‐45‐ 6

0067/3-80-2

②農民

特徴 :枝 =耕地を握っ

ている

0052/3-44-3

0066/3‐ 79‐ 1

④体僕

特徴 :足枷 (つ けてい

ない場合 もあ

る)

0046/3‐ 32‐ 3、  3-32‐ 5、

3‐ 32‐ 9ほか

聖界

対象・特徴 。番号 図 像 対象・特徴・番号 図 像

②ローマ教皇

特徴 :帽子 (教皇冠)

0052/3‐ 44‐ 1 機̈
帽子 (ミ トラ)、

司教使

0050/3-42‐ 2

0055/3‐ 57-2

0055/3‐ 59‐ 1ヤまか
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対象・特徴・番号 図 像 対象・特徴・番号 図 像

④修道院長

特徴 :剃髪あるいは帽

子、司教杖
0050/3-42_2

②修道尼院長
特徴 :ベール
0050/3‐ 42-2

0056/3-59-2、  3-60_1

②聖界諸侯

(教会諸侯)

特徴 :封を持っている
0052/3-45‐ 1

0055/3‐ 60-1

④聖職者

特徴 :弟」髪あるいは帽

子 (カ ロッタ/
ズケット)

0044/3‐ 21-2

0045/3‐ 27

0053/3‐ 45-91ま か

3 聖書

対象・特徴 。番号 図 像 対象・特徴・番号 図 像

⑩神

特徴 :光輪
0050/3‐ 42-1

0051/3-42_4、

①カイン

特徴 :アベルを殺害し
ようとしている

0050/3-42_3

⑫アベル

特徴 :カ インに殺害さ

れそうになって
いる

005ν3‐42‐3
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⑭セムとヤペテ

特徴 :ノ アからの祝福

を受けている

0050/3-42-3

⑩ノア

特徴 :箱舟に乗ってい

る

0050/3‐ 423

⑩イシマエル

特徴 :侍女に手を引か

れている

0050/3-42-3

⑮ハム

特徴 :箱 舟の傍 らに

立っている

0050/3‐ 42‐ 3

⑪イサク

特徴 :ヤ コプを祝福 し

ている

0050/3-42‐ 3

⑫侍女

特徴 :イ シマエルの手

を引いてヽヽる

0050/3‐ 42‐ 3

⑩エサウ

特徴 :肌が赤い

0050/342-3

一絆
■
・■

■

〓

●

⑩ヤコプ

特徴 :イ サクに料理を

差し出している

0050/3‐ 42‐ 3

①悪魔
特徴 :ド ラゴンの姿を

している

0050/3-42‐ 1

-45-
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4 歴史

対象・特徴・番号 図 像 対象・特徴・番号 図 像

⑫キュロス

特徴 :パ ビロンから王

冠を奪い、ダレ

イオス (ペルシ

ア)に王冠を奪

われている

0051/3‐ 44-1

⑬ダレイオス 3世
特徴 :キ ュロスから王

冠を奪い、アン

ク サ ン ドtlス

(ギ リシア)に刺

されている (滅

ぼされている)

0051/3‐44_1

⑭アレクサンドロス

特徴 :キ ュロス (ペル
シア)を刺し(減

ぼし)、 ユリウス

(ロ ーマ)に王冠
を奪われている

0051/3‐ 44‐ 1

0052/3‐ 44‐2

⑮ユ リウス

特徴 :ア レクサン ドロ

ス (ギ リシア)

から王冠を奪っ

ている

0051/3‐ 44_1

⑩聖ペテロ

特徴 :光輪、
0052/3‐

“

4‐ 1

○教皇シルヴェステル

特徴 :教皇冠と杖
コンスタンティ

メスから罰金を

受取っている
0057/3‐ 63‐ 1

⑬コンスタンティメス

特徴 :王冠 と工笏

シルヴェステル

に罰金を渡 して

いる

0057/3‐ 63‐ 1

⑩司教ヴィヒマン

特徴 :帽子、司教杖
0062/3‐ 73‐ 2
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対象・特徴・番号 図 像 対象 .特徴・番号 図 像

⑩ユダヤ人

特徴 :帽子と髭
004073‐ 7-3、  3‐ 7-4

①ザクセン人
特徴 :緑のマント、自

いケープ

0047/3‐33-1

0053/3‐ 44‐ 21まか

⑫ヴェンド人

特徴 :赤い服装、縞模

様のタイツ

0061/3‐ 69‐ 2、  3‐ 70‐ 1、

3‐70-2ほ か

①ヴェンド人の女性

特徴 :ス ラヴ系の髪飾

 `   りを巻いてヽヽる

0063/3‐ 73-2、  3-73‐ 3

対象 '特徴・番号 図 像 対象・特徴・番号 図 像

⑭決闘人

特徴 :剣 と盾を持って
ヽヽる

0053/345-9

①遊芸人
特徴 :楽器を持ってい

る

0053/3‐ 45-9

⑩娼婦

特徴 :差別マーク

0053/3-45‐ 9

①泥棒

特徴 :頭 まで衣服で

覆っている

0072/3-89
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7 性別・■■怜

対象・特徴・番号 図 像 対象・特徴・番号 図 像

①男性

特徴 :膝丈 くらいの

チュニック

服の6嘲口議 々

0038/3-3

0039/3‐ 3、 341ほか多

数

⑩女性

格徴 :ベール、長いス

カート
0043/3‐38-5

0053/3‐45‐9

0062/3-72ほ か

⑩父と子 (年長者と年少者)

特徴 :父親 (年長者)に髭を描 くことで、
息子 (年少者)と 区別 している

0045/3-26‐ 3、  3‐ 29-2

8 その他

対象・特徴・番号 図 像 対象・特徴・番号 図 像

⑪心神耗弱者
特徴 :体中に鈴がつい

ている

0039/3‐ 3

⑫暴力をふるう人
特徴 :兜、盾、武器
0060/3‐ 67

0065/3‐ 78‐ 5

⑬戦う人

特徴 :黒い鎧姿
0040/3-8

0051/3-44‐ 1

0066/3‐ 78‐ 8ほ ノゝ

-48-



対象・特徴・番号 図 像 対象・特徴・番号 図 像

⑭キリス ト教徒の処刑

特徴 :斬首刑

す ぐそばに処刑用の剣を持った人

物がいるが、おそらく執行人であ

る

0040/3-7‐ 3

⑮ユダヤ人の処刑

特徴 :絞首刑
0040/3‐ 74

①帝国追放に処せられ

た人

特徴 :握 り部分に王冠
がついた剣が首

に刺さっている

0042/3‐ 16-3

⑪地方的追放に処せら
れた人

特徴 :首に剣が刺さっ

ている

0042/3-16‐ 3

0043/3-17-1、  3-17‐ 21ま

か

⑪破門により霊魂を損

なった人

特徴 :日 から霊魂が出

てきている

0058/3‐ 63‐2

⑩現行犯で捕まった人

特徴 :手を前でクロス

させている

0061/3-70‐ 2

0071/3‐ 88-2、  3‐ 88-4

⑩権利喪失者

特徴 :鞭 と鋏を持って

いる

0053/3、 45‐9

0067/3‐ 81‐ 2

0068/3_82‐ 1はか

①けが人と死人

特徴 :左 はまだ生きているため傷口をお

さえているが、右は死んでしまっ

たため傷口をおさえずぐったりし

ている

0072/3-90‐ 3
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(2)行為 。事物編

以下では、「ザクセンシュピーグル』の図像のうち、行為。事物に関係するも

のをまとめた。図像は、行為、モノ、数字・単位の3つ に分類した。

【行為】

まず、行為について、解説する。宣誓/証言 (①)は、後述の聖遺物 (①)

と共に登場することが多い。宣誓者/証言者は、右手の人差し指と中指の二本
でこれに触れ、宣誓/証言を行うのである。賭けごと 〈②)は、サイコロを描

くことで示されている。冷水審 (③)は、被告人が水入りの容器の中に落とさ

れ、棒状の物でかき混ぜられている様子が窺える。また、相続財産の分割 (④)

は、破り捨てる様子を描くことで、それを表している。そして、左手で首に触

れることで、うなじ打ち (⑤)を示している。さらに、航海する場面が登場す

るが、これは遠征 (⑥)の ことである。他にも、相手と逆の方向を向き、手を

上にクロスさせることで非承認/拒む (⑦)様子を表現している。最も判別し

やすいと思われるのが、オマージュ (託身)(③)である。これは、封建関係を

結ぶさいに執り行われる儀式のことで、差し出した封臣の手を、封主が包み込

むことで成立する。また、農民が木を切り倒し、家を建てる様子は、開墾 (⑨)

を示す。入浴 (⑩)は、葉っぱ状のもので体を洗うことが特徴として挙げられ

る。加えて、現時点では、衣服を纏わない唯―の事例ということも指摘してお

きたい。

【モノ】

次に、モノについて、解説する。「ザクセンシュピーグルJを読解する中で、

最も多く見られたのが、聖遺物 〈①)である。これは、灯籠の様な形状で描か

れることが多く、宣誓や証言を行うさい、ほぼ必ず登場する。聖杯 (⑫)と 聖

書 (⑭)は、まとまって描かれている。事例が一つのみなので、確かなことは

言えなぃが、聖書の表紙が緑色であることと、聖杯が聖書の上に置かれている

ことが分かる。他には、平和 (⑭)力
=、

百合を用いて表現されている。これが

折れた描写も存在し、その場合は、平和が破られた状態を表す。そして、鋏と

して描かれているのが、グラーデ (家財道具)(⑮)である。鋏は裁縫を連想さ

せ、女性の持ち物としての意味合いを持たせるよう1こ なってぃる。これに対し

て、剣として描かれているのが、ヘールグヴェーテ (武装品)(⑮)である。剣

は戦関を連想させ、男性の持ち物としての意味合いを持たせるようになってい

る。重量有輸黎 (⑫)も登場するが、これは非常に分かり易く、当該期におけ

る農作業のイメージを豊かにしてくれるであろう。裁判官区の境界 (⑬)につ
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いては、十字架によって区切られている。また、二人で取り合う状態で描かれ

ているのが、参審員の椅子 (⑩)である。さらに、黄土色の筒の中に、黒色の

紙が封入されたものが、判決文 (⑩)を示している。カロえて、書状/書簡 (② )

と印章/印璽 〈②)も 、一まとまりで登場する。前者は、長方形の用紙に文字

が記さオヽ 後者は、円の中に描かれる国王が特徴して挙げられよう。耕地 (④ )

については、本の枝として表されている。打刻用に用いるハンマー (②)の挿

絵もあり、これは最も判別しやすいと思われる。ところで、事例の少ないoの
の一つに、グラ上フシャフト (伯領)(②)力 あ`り、そこには、茎が描かれてい

る。おそらく、茎を表すScha■ (独語)に出来すると推測される。市場の境界

(④)に は、十字架に手袋が掛かっているが、裁判官区の境界 (⑪)と の関連は

不明である。服飾品 (②)には、頭巾、帽子、手袋などの種類があり、高位身

分の者ほど着飾っていることが分かる。モルグンガーベ (朝の贈り物)(④)は

家畜などで表されるが、定まった図像は無いので、注意が必要である。紋章と

して表現されるものに封 (⑪)がある。ただし、挿絵によって模様が様々であ

り、現時点では、その差異にまで言及できない。入植契約書 (⑩)は、書状/
書簡 (②)と似通っていることが指摘できる。ただし、下端が尖っていること

と、領主から植民請負人に手渡されていることが、差異として挙げられる。

【数字・単位】

最後に、数字・単位について、解説する。全体の特徴として、7に関する挿

絵が多く見受けられた。円の中にⅦを描いた7年 (①)、 円の中にⅧと7つの顔

のついた月を描いた7カ月 (⑫ )、 1週を円の中にIで表し、それを7つ描く7

週 (⑪ )、 太陽と、1日 を表す黒い点が7つ存在する7日 (⑭)な どである。ま

た、一年と一日以上 (⑮)と は、52週のことを指す。よつて、52と いう数字を

円で囲むことによって表現される。日の出から正午まで (⑩)については、日

の出の時は太陽が低い位置に、正午は高い位置にある。そして、硬貨は基本的

に円で表現するが、ポンド (⑫)のみ、円の中に、十のような文字が記される。

これは、他の硬貨に見られない特徴であり、特筆すべき点と言える。
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1 行為

対象・特徴 。番号 図 像 対象・特徴・番号 図 像

①宣誓/証言

特徴 :宣誓者/証言者
は右手で聖遺物
に触れる

0039/3‐ 4‐ 1、 3-5‐ 3

0040/3‐ 61ほか多数

②賭けごと

特徴 :サイコロ

0040/3‐ 6‐ 1

③怜水審

特徴 :被告人が、水の

入った容器の中
に沈められてい

る

0044/3-21-2

④相続財産の分割

特徴 :破 り捨てる様子
0045/3‐ 29-2

⑤うなじ打ち

特徴 :左手で首に触れ
る

0046/3‐ 32‐9

⑥遠征
特徴 :航海
0052/3‐ 44‐2

⑦非承認/拒む

特徴 :相手と逆の方向
を向く

手を上にしてク
ロスしている

0058/3‐ 64‐5

0070/3‐ 87-3

③オマージュ (託身)

特徴 :両手を握ってい

る

0059/3-65‐ 2

- 52 -



対象・特徴・番号 図 像 対象・特徴・番号 図 像

⑨開墾

特徴 :農民が本を切 り

倒し、家を建て

ている

0066/3-79-1

⑩入浴

特徴 :葉っぱのような

もので体を洗っ

ている

0072/3-89

2 モノ

対象・特徴・番号 図 像 対象・ 特徴・番号 図 像

⑪聖遺物

特徴 :設置物

0039/3-4‐ 1

0040/3‐ 6‐ 1

ほか多数

⑫聖杯

特徴 :聖書の上にある

0040/3‐ 7‐ 4

⑬聖書
特徴 :緑色の表紙
0040/3-7-4

⑭平和

特徴 :百合

0040/3-8

0041/3-9‐2

0055/3-59-2

⑮グラーデ (家財道具)

特徴 :鋏

0042/3-15-2

0053/3-45‐ 9

0063/3‐ 74

⑩ヘールグヴェーテ

(武装品)

特徴 :剣

0042/3‐ 15‐ 2
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対象・特徴・ 番号 図 像 対象・特徴・番号 図 像

⑫重量有輪翠

特徴 :車輪を備えた黎
0043/3_20_2

0070/3‐ 86‐ 1

⑬裁判官区の境界
特徴 :十字架によって

区切られている

0044/3‐ 25‐ 3

⑩参審員の椅子

特徴 :二人で取 り合う

様子
0045/3-26-3

⑩判決文

特徴 :黄土色の筒の中
に、黒色の紙が

封入されている

0047/3-33‐ 2

0054/3-50

②書状/書簡

特徴 :長方形の用紙に

文字
0047/3-34-1

0058/3-64-1

⑫印章/印璽

特徴 :円の中に国王が

描かれている

0047/3-34-1

0058/3‐ 64‐ 1

⑬耕地

特徴 :木の枝
0052/3‐ 44‐ 3

②ハンマー

特徴 :打刻用に用いる
0056/3160‐ 2

④グラーフシャフト

(伯領)

特徴 :茎

0058/3‐ 64‐5

④市場の境界

特徴 :十字架に手袋が

かけられている

0059/3‐ 65‐ 1
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対象・特徴・番号 図 像 対象・特徴・番号 図 像

②服飾品

特徴 :頭巾、帽子、手

袋など

身分の高い人ほ

ど着飾っている

0061/3‐ 69-1

⑪モルゲンガーベ

(朝 の贈 り物)

特徴 :山羊、馬など

0063/3‐74

0064/3-76‐ 1

④封

特徴 :紋章
0063/3‐ 75-1,

3‐ 75-2,3-75‐ 3

⑩入植契約書

特徴 :領主から植民請

負人に手渡され

ている

0066/3-79-1

3 数字・単位

対象・特徴・番号 図 像 対象・特徴・番号 図 像

⑪ 7年

特徴 :○の中にⅦ

0051/3-42‐ 4

⑫ 7カ月

特徴 :○の中にlllと 7

つの顔のついた

月

この月がひと月

を表す

0051/3‐ 42‐4

⑩7週

特徴 :1週 を○の中に

Iで表し、それ

を7つ描 くこと

で 7週を示す

0051/3‐ 42‐4

⑭7日

特徴 :太陽と、 1日 を

表す黒い点が7

つ

0051/3‐ 42‐4
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対象・特徴・番号 図 像 対象・特徴・番号 図 像

⑮一年と一日以上

特徴 :52週

0056/3-60-1

0068/3‐ 83-2

⑩日の出から正午まで

特徴 :日 の出の時は太

陽が低い位置、
正午は高い位置
にある

005り 3‐ 61‐4

⑦ポンド

特徴 :○の中に十のよ

うな記号
0058/3‐ 64‐ 2

3、 世界史教案

2015年 10月 31日 (土 )、 第 6回地歴教員養成講座が開催された。そこで筆者
は、「中世ヨーロッパ社会の様相―ザクセンシュピーグルを読み解 く―」と題す
る模擬授業を行つた。本授業を行う上で、最も重視した点は、中世ヨーロッパ

社会の構造を自分なりに想像し、文章で表現することである。それを達成する

ために、一次史料 (本授業では、Fザクセンシュピーグル』の図像)を用いた。

FザクセンシュピーグルJと は、中世のドイツで広 く用いられた法書である。法

記録自体は、私人の編纂によるであるものの、中世以降のドイツ法に多大な影

響をもたらした。今回の模擬授業では、各々の生徒力ヽ 中世ヨーロッパの身分

を窺い知る目的でこの史料を利用した。彼らが、これを読み解き、話し合いを

することを通じて、本授業の目的を達成しようと試みたのである。

また、本授業を構成するにあたって留意したのは、次の2点である。第一に、
一次史料を用い、視野を豊かにすることが挙げられる。具体的には、スライド
の2枚日にあるように、「ザクセンシュピーグル』における託身 (オ マージュ)

の挿絵を提示した。また、授業を受けた生徒たちは、必ずしも歴史を専攻する

とは限らない。それ故、授業内で史料に触れる体験をさせた。そうすることで、
歴史が単なる過去の出来事ではなく、現在ともつながっていることを喚起させ
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た。

第二に、アクティプ・ ラーニングを実施することである。具体的には、ワー

クシートによる作業を取 り入れ、その結果を他の生徒たちどうしで話し合い、

最終的に意見をまとめさせるようにした。以下に、より詳細な工程を記す。作

業時間は、25分程度である。生徒が10分程度、一人で考えた後、各々の解読結

果を2-3名程度のグループで10分程度話し合う。そして、残りの5分程度で、

各自の成果を口頭発表する。最後は、教員が答えを提示する。ワークシート自

体には8枚の挿絵があり、生徒は最初にそれを祈る人、戦う人、耕す人に分類

する。その後、語群から対応する身分を選び、選んだ理由や図像から読み取れ

る特徴を記す。以上の工程は、スライドの3-6枚日に提示されている。 3枚

目には、ワークシートの用い方について、簡単な説明を付した。4-6枚日の

スライドには、祈る人、戦う人、耕す人の順に解答を示した。

では、以下に、授業案 (修正版)を掲載する。なお、掲載にあたって、修正

した部分は、次の通りである。大きな修正点としては、授業構成を変更したこ

とが挙げられる。講座当日、参加された先生方から賜ったご意見を参考にし、

封建制から派生する形で、『ザクセンシュピーグル』を用い、三職身分論を解説

するようにした。他にも、ワークシートを用いた作業を行う前に、『ザクセン

シュピーグルJの写本を提示し、日頭で簡単な解説を加えることとした。そう

することで、作業の円滑化を図るためである。

また、上記変更にともなう諸処の修正点を挙げると、以下の通 りになる。そ

れはワークシートの画像を変更し、まとめの欄を付したことである。「ザクセン

シュピーグル』では、上位身分の者ほど、椅子に座る描写が多く、さらに、装

飾が豪幸になる。これらのことを、生徒が気づけるように、より分かり易い画

像に差し替え、まとめを行えるようにした。

末筆になるが、筆者の拙い模擬授業を真摯に受講してくださった高校の先生

方、大学院生、学部生の皆様からは、二方ならぬ貴重なご意見を賜った。厚 く

おネL申 し上げる次第である。
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第 6回地歴教員養成講座

地理歴史科 (世界史) 学習指導案

1 単  元 ヨーロッパ世界の形成と発展 (『詳説世界史 B』

3  日

平成27年 10月 31日 (上曜)

指 導 者  嶋 岡 祐 太

指 導 教 員 藤 井 真 生

中川出版社、2910年 )

2単 元 観

(1)本章では、西ローマ帝国が滅びた後、すなわち、ヨーロッパが中世と呼ばれる時代

を扱う。西ローマ帝国の減
=と

、ゲルマン人の大移動 建国の後、7世紀のイスラー

ム勢力の西進をきっかけに、地中海はまとまりを失い、世界は、二つに分離する。そ

れが、東ヨーロッパ世界、西ヨーロッパ世界、ィスラーム世界である。

12)本 クラスの生徒の多くは、個々の歴史的事項を知識として獲得することはできるも
のの、過去の出来事の原因と結果が現在と密接に関わつていることや、獲得した知識

を互いに関連づけることは、課題として残る。

(3)本単元では、中世ヨーロッパ世界について、三職身分論 (祈 る人、戦う人、耕す人)

を軸として、理解さすたい。その際、単に事象を説明するだけではなく、当該期の一

次史料の読解を行い(受講者のイメ‐ジが豊力ヽ こなるよう努めたい。また、そうした
. 作業を通じ、歴史への興味および関心を喚起させるとともに、生徒自身ホ過去にらぃ

て吟味し、自分の意見を持つことができるようにしたい。

標 (1)ヨ ーロッパ世界が、宗教をめぐり、東西に分裂した後、封建社会が最

盛期を迎え、十字軍へと結実する過程について、当該期の流れを意識しつ

つ、学習に取り組むことができる。
i(社

会的事象への関心・意欲・態度)

(2)中世ヨーロッパ世界において発生した様々な出来事の意義や、動向に

ついて、当時の情勢と関連づけて考えることができる。

.     (社 会的な思考・判断・表易)

(3)資料を活用しながら、当該期の変容につぃて調べ、まとめることがで

きる。 (資料活用の技能 )

(4)東西ヨーロッパ各々ああゆみや、封建制、十字軍などに関して、正確
に理解し、説明することができる。 (社会|1事象についての知識・理解)

ヨー ロ ッ と発展」

社会的事象への関心

・意欲・態度

中世ヨーロッパを特徴付ける事件や帯1度 等に対して関心を高

め、意欲的に追求しようとする。

社会的な思考・ 判断

・表現

当該期の人物や情勢から課題を見いだし、歴史の流れや特色を

多面的・多角的に考察することができる。

資料活用の技能 教科書や資料集などを用いて、当該期の資料に触れ、それを効

果的に活用するとともに、考察した結果をまとめたり、説明した

りしている。

- 58 -



社会的事象について

の知識・理解

学 習 の 流 れ

東西ヨーロッパの状況や、十宇軍の顛末等について理解し、基

本的な歴史的事項に関する知識を身に付けている。

4 指導計画 (14時間完了)

第 1時 ゲルマン民族の大移動により、部族国家が成立した過程をまとめる。

第 2時 フランク王国の発展を、イスラームの侵入とともに理解する。

第 3時 ローマ・カトリック教会の成長と、カール大帝について学ぶ。

第 4時 フランク王国の分裂と、その後の様相について考える。

第 5時 ノルマン人の動向を、国ごとにまとめる。

第 6時 (本時)中世ヨーロッパ社会について、‐次史料を用いて理解する。

第 7時 ビザンツ帝国の興亡を、政治史を中心に概観する。

第 8時 諸処のスラヴ人の動向を、東、西、南に分けてまとめる。

第 9時 第 1回から第 7回までの十宇軍の概要と、その影響について概観する。

第 10時  中世ヨーロッパの都市や商業について 地図を用いながら理解する。

第 11時 封建社会と教皇権の衰退に関して、具体的な事象から学ぶ。

第 12時  イングランドとフランスの関係に留意しつつ、工朝の変遷を辿る。

第 13時 経済状況に言及しつつ、百年戦争の顛末について概観する。

第14時 様々なヨーロッパ諸国の興隆について、地図を用いて確認する。

5 本時の目標

(1)日  標

○ 『ザクセンシュピーグル』の読解を通じて、中世ヨーロッパ社会

の特徴を見出し、それを口頭および文章で表現することができる。

(社会的な思考・判断 表現)

O 『ザクセンシュピーグル』の挿絵を、祈る人、戦う人、耕す人に

分類し、その理由や特徴を簡潔にまとめることができる。

(資料活用の技能)

(2)準  備  (生)教科書、プリント

(3)指導過程

教師の働きかけと支援・留意点

ヽ

1 本時の学習課題をつかむ。

(1)図像を提示 しながら、封建

制を解説する。

△ 何をしている場面で しよ

うか ?

・ IC身 (オマージュ)

10

②
‐ _爾

和ドある
10

0 本時の学習内容を想起させ、

学習への意欲化を図る。

中世ヨーロッパ社会の学習で

あることを理解させる。
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本時の学習内容

を自分で考え、把



2 中世ヨーロッパ社会の身

制を解説する。

した後、中世ヨーロッ

(1)三職身分論を解説する。

△ 中世ヨーロッパ社会には:

どんな身分が存在したと思

いますか?

・聖職者 (祈 る人)

騎士 (戦 ぅ人)

・農民 (耕す人)

(1)ワ ークシー トの解答を提示

(2)『ザクセンシュピーグル』

の写本を提示し、そ

をする。

(3)ワークシー トを用い、中世

ヨーロッパ社会の身分を

際に判別 させ、その後、

ループワークを通じ、読解

結果を発表してもらう。

3 授業のまとめと次時の内容

の確認を行う。

O 発表が円滑になるように、

師側から働きかけをする。

0 これから行う作業像を、

的にイメージさせる。

O 作業が円滑に進むように、机

間巡視等を行 う。

○ 身分制度が厳格であったこと

を理解させる。

握できる。

(関心・意欲・態度)

・ 中世 ヨー ロッパ

社会の身分につい

て、想像 し、発表

できる。

(関心・意欲・態度 )

中世 ヨーロッパ

社会における身分

の違いを読み取る

ことができる。

(技能)

会の身分について、気づい

たことや考えたことを各自

で発表 してもらう。

(2)次 時の学習内容について触

″しる。

O ローマ・ カ トリック教会の台

頭を簡単に説明する。

0

中世ヨーロッパ社会の様相について考える。

- 60 -



(4)板書計画

I、 中世 ヨーロッパの制度

◎封建制 [発問 1]中 世ヨーロッパの制度を答えさせる。

o主君と家巨との関係

保護の内容。

[曇曇[辱この保護
奉仕の内容。

[][[]響
o契約の特徴

・双務的契約。

複数の封建関係を持つことができる.

.優先順位をつけられる。

■.中世 ヨーロッパの身分

◎三職身分論 [発 F・52]知 つている身分を導げさせる。

o二つの種類

・聖職者 祈̈る人.

騎士  …戦う人.

・農民  …耕す人。

◎『ザクセンシュピーゲル』(中 世 ドイツの法書)の読解

。受講者による作業

,ワ ークシー ト参照。

■.ま とめ

◎『ザクセンシュピーグル』の読解結果

。読み取れること

・所持品による身分の違い。

→中世コーロッパ社会は、厳格な身分制であつた。

答 (託身(オマージュ))

[重暑:需重:雷募[喜 :

何をしている場面か ?
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rザクセンシュピーゲル』読解表

氏名

騎士

国王

司教

諸侯

・聖職者

・農民得 )

祈る人 戦う人 耕す人

(      )
祈る人 戦う人・耕す人

(     )

祈る人 戦う人 耕す人

(      )
祈る人 戦う人 耕す人

(     )

祈る人 戦う人 耕す人 祈る人 戦う人 耕す人

(      )

祈る人・戦う人・耕す人

(      )
祈る人・戦う人 ‐耕す人

(      )
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